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第 9 章では、第 5 章から第 8 章で得られた知見に関して総括的な検討を加えた。薬剤投与後早
期の健常組織を対象とした光増感反応を用いた治療における血管内皮細胞や赤血球の酸化障害の
基礎検討として、本研究で提案した生体外実験系による基礎検討法の有用性に関して論じた。 
第 10章は、本研究の結論である。 
以上要するに、本論文は、光増感反応治療における血管内皮、および赤血球の障害に関して、生体
外実験系で検討する方法･装置型式を提案したものであり、腫瘍治療学、不整脈治療学、さらに医
工学の分野において、工学上、工業上寄与するところが少なくない。よって，本論文の著者は博士
(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について当該委員会で試問を行い、当該学
術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
